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今
月
は
、
京
都
の
西
の
玄
関

口
と
も
い
え
る
阪
急
桂
駅
を
擁

し
、
新
興
住
宅
街
が
広
が
る
川

岡
学
区
を
紹
介
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•

　

川
岡
学
区
の
歴
史
は
約
140
年

と
大
変
古
く
、
区
内
の
小
学
校

で
は
最
も
早
い
明
治
5
年
の
川

岡
小
学
校
の
開
校
に
始
ま
り
ま

す
。
昭
和
45
年
に
樫
原
、
昭
和

57
年
に
は
川
岡
東
の
各
学
区
が

分
離
し
て
、
現
在
の
姿
と
な
り

ま
し
た
。

　

川
岡
学
区
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
安
心
安
全
の
取
組
を
積
極

的
に
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
一
つ
に
、
自
治
連
合
会
が
中

心
と
な
っ
て
毎
月
３
回
実
施
さ

れ
て
い
る
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
連

合
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
に
よ
り
見
守
り
隊
を
結

成
し
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
の

見
守
り
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
が
評
価

さ
れ
、
平
成
17
年
に
は
、
川
岡

小
学
校
が
「
安
全
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
は
、
病
院
な
ど

の
緊
急
連
絡
先
、
親
族
の
連
絡

先
や
血
液
型
な
ど
を
記
載
し
て

常
に
携
帯
し
て
お
く
「
災
害
安

心
カ
ー
ド
」
を
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
常
時
に

は
救
護
者
へ
カ
ー
ド
所
持
者
の

正
確
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
区
で
は
、
年
間
を

通
し
て
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
親
孝

行
を
心
が
け
て
一
生
を
送
っ
た

孝こ
う

子し

儀ぎ

兵へ

衛え

翁お
う

を
し
の
ぶ
た

め
、
毎
年
命
日
の
10
月
５
日
に

お
墓
が
あ
る
冷
り
ょ
う

聲
し
ょ
う

院い
ん

で
「
孝

子
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

夏
に
は
「
川
岡
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
小
学
校
の
校
庭

に
舞
台
が
設
置
さ
れ
、
各
種
団

体
や
小
学
生
の
皆
さ
ん
が
踊
り

な
ど
を
発
表
さ
れ
る
ほ
か
、
多

く
の
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、
毎

年
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

俣
野
武
夫
自
治
連
合
会
会
長

は
、
「
川
岡
学
区
は
、
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
長
年

見
守
り
活
動
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

今
後
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
中
心
に

「
災
害
安
心
カ
ー
ド
」
を
普
及
し

て
い
く
。
こ
う
し
た
活
動
を
こ

つ
こ
つ
と
地
道
に
継
続
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
離
れ
が
進
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
で
も
地
域
の
絆
き
ず
な
を
育

み
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
い
る
。
」
と
、
熱
意

を
込
め
て
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

＜川岡学区＞
⑨

4,939
10,953

（平成23年11月1日現在）

　区民の皆さんが安心安全に年の瀬を迎えられるよう、

12月20日から31日までを「消防団年末特別警戒」とし

て、防火の呼び掛けや放火等を防止するためのパトロー

ルを実施します。

　西京消防団では、区内に在住又は勤務を

されており、熱意を持って地域の防火・防

災に取り組んでいただける18歳以上の健康

な方を募集しています。

問合せ　西京消防署総務課（☎392・6071）

◎年末防火運動12月15日 (木 )～ 31日 (土 )

西京消防団年末特別警戒を実施

川 岡まつり

災害安心カード

　

11
月
１
日
、
２
日
の
両
日
、

「
菊
花
展
・
俳
句
作
品
展
」
が
西

京
区
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
方
は
、
美
し
い
菊

の
花
や
味
わ
い
深
い
俳
句
作
品

に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
桂
高
校
の
３

年
生
に
よ
る
「
フ
ロ
ー
ラ
ル

ア
ー
ト
」
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
）
の
作
品
が
、
会
場
に

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

菊
花
展
の
各
賞
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

∧
西
京
区
長
賞
∨

　

岩
本
隆
志
（
松
尾
）

∧
洛
西
担
当
区
長
賞
∨

　

森
園
秀
治
（
桂
坂
）

世帯当たりの人数の多さは市内一！
　平成 22 年国勢調査の集計結果が、10

月下旬に発表されました。

　区の人口は 152,974 人、 世帯数は

61,342 世帯で、平成 17 年の前回調査と

比較すると、人口は約 1,800 人の減少、

世帯数は約 1,800 世帯の増加となりまし

た。

　１世帯当たりの人数は、市全体の約

2.13 人に対し、西京区は約 2.49 人で、

市内の行政区の中では最も多くなってい

ます。また、世帯人員別の内訳を見る

と、西京区は、１人世帯の割合が低く、

２人以上の世帯の割合が約 72％（市全体

では約 57％）と、全区で最も高いという

結果が出ています。

　これらのことから、西京区はファミ

リー世帯が多い地域であることがうかが

えます。

　

振
り
込
め
詐
欺
１
件
当
た
り
の
被
害
額
は
、
京

都
府
内
で
約
100
万
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
市
職
員
な
ど
を
装
い
、
言
葉
巧
み
に
現

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
の
ほ
か
、
東

日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金
と
い
う
名
目
で
、
現
金

を
求
め
る
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
手
を
よ
く
確
認
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
決
し
て
１
人
で
判
断
せ
ず
、
警

察
や
家
族
、
周
囲
の
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
被
害
に
遭

う
前
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
を
引
き
下
げ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

西
京
警
察
署
（
☎
391･

０
１
１
０
）

　

共
同
住
宅
な
ど
高
層
の
建
築
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
飲
用
水
用
の

受
水
槽
で
、
有
効
容
量
が
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
年
１
回
、
水
道
法
に
基
づ
く
「
法
定
検
査
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課
（
☎
392
・
５
６
９
０
）

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

∧
団
体
∨

優
　
勝　

松
尾
体
育
振
興
会

準
優
勝　

桂
坂
体
育
振
興
会

第
三
位　

福
西
体
育
振
興
会

∧
個
人
（
男
子
）
∨

優
　
勝　

堀
井
和
幸
（
桂
坂
）

準
優
勝　

森
下　

潤
（
松
尾
）

第
三
位　

金
森
茂
也
（
松
尾
）

∧
個
人
（
女
子
）
∨

優
　
勝　

森
下
美
紀
（
松
尾
）

準
優
勝　

赤
松
尚
美
（
松
陽
）

第
三
位　

村
井
聡
子
（
大
枝
）

　11月23日、

わかさスタジ

アム京都で、

「第 12 回都市

間交流Ｒ－９

軟 式 野 球 大

会」が、京都

軟式野球連盟

の西京・亀岡両支部のご尽力により行

われました。

　学童から社会人まで各世代のチーム

が白熱した試合を繰り広げ、野球を通

じて西京区と亀岡市の住民交流が図ら

れました。

【大会結果】（左側が西京区のチーム）
＜学童の部＞桂ファイブス  １－０  城西ジャガーズ
＜少年の部＞西京ビッグスターズ  ５－０  篠少年野球クラブ
＜社会人Ａ級＞レインズ  ０－１  ＴＩＴＡＮＩＣ
＜社会人Ｂ級＞Ｃｒａ c ｋ  １－２  森川佳竹材店
＜社会人Ｃ級＞ＤＥＥＰ  １－13  ぷよぷよ

∧
委
員
長
賞
∨

　

長
尾
雄
市
（
大
原
野
）

∧
文
化
普
及
部
会
長
賞
∨

　

藤
井
克
己
（
桂
川
）

∧
審
査
委
員
長
賞
∨

　

太
田
健
一
（
松
尾
）

　

俳
句
作
品
展
で
人
気
が
高

か
っ
た
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

眠
る
児こ

の
額ぬ

か

に
大
の
字
菊
日
和

鳥
本
衣
子(

樫
原)

そ
れ
ぞ
れ
に
灯
火
親
し
む

二
人
か
な

大
和
民
夫(

松
尾)

聞
き
流
す
事
覚
え
け
り
栗
の
飯

西
尾
久
枝(

桂
東)

草
の
実
や
土
手
に
ま
ろ
び
し

親
子
づ
れ

今
西
絹
子
（
嵐
山
東
）

　

11
月
16
日
、
第
１
回
「
西
京
・
地
域
〝
広
報
力
〟
サ
ポ
ー
ト
講
座
」
を
西
京
区
役
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
な
ど
の
活
動
や
地
域
の
魅
力
を
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
第
一
歩
で
す
。
こ
の
講
座
は
、
地
域
の
広

報
紙
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
か
ら
作
り
方
ま
で
を
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
広
報
の
重
要
性
が
よ
く

分
か
っ
た
。
」
、
「
見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
に
役
立
つ
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
12
月
13
日
、
第
３
回
は
来
年
３
月
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

総
務
課(

☎
381
・
７
１
５
８)

  

“
広
報
力
”
サ
ポ
ー
ト
講
座 

を
開
催

　
　   

　
～
地
域
の
広
報
紙
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！
～
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•
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•
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•
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年末・年始の市の仕事

亀岡市との都市間交流
第 12 回 Ｒ－９軟式野球大会

受
水
槽
の
法
定
検
査
を
お
忘
れ
な
く
！

菊
花
展
・
俳
句
作
品
展 

を
開
催

11月23日、しょうざんボウル

市
で
管
理
す
る
市
街
灯
の
球
切
れ
は
土
木
事
務
所
へ

　

市
で
管
理
す
る
次
の
よ
う
な

市
街
灯
の
球
切
れ
を
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、
番
号
札
の
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

�

・
蛍
光
灯
の
カ
バ
ー
に
市
章

を
表
示

　

�

・
電
柱
等
に
ア
ル
ミ
製
の
番

号
札
「
西
○
○
○
号
」
と
掲
示

融ゆ
う

雪せ
つ

剤ざ
い

の
配
置
を
開
始

　

土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
の
凍
結
に
備
え
、
坂
道
な
ど
に
融
雪

剤
（
凍
結
防
止
剤
）
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
お
使
い
く
だ
さ

い
。
融
雪
剤
を
置
い
て
い
な
い
場
所
で
も
、
必
要
で
あ
れ
ば
お
渡

し
し
ま
す
。

　

な
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

西
京
土
木
事
務
所(

☎
392
・
９
２
６
０) 

　

12
月
26
日
の
正
午
か
ら
、
嵐
山
東
公

園
で
、
区
内
の
全
小
学
校
と
総
合
支
援

学
校
の
５
、
６
年
生
が
参
加
す
る
「
第

23
回
西
京
学
童
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

寒
さ
に
負
け
ず
力
走

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は

毎
年
感
動
を
呼
ん
で
い

ま
す
。
今
年
も
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
７
日
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
桂
坂
体
育
振
興
会
会
長
の
布
本
和
久

氏
が
、
11
月
10
日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
と
し
て
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

幹
事
長
の
川
邉
昌
伸
氏
が
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
永
年
に
わ
た
り
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
ご
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

の
ご
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

消防団員募集

男女を問わず
参加大歓迎！

日　時

内　容

持ち物

回目 回目 回目

　

心
身
を
美
し
く
健
や
か
に
保
つ
た
め
の
運
動
や
講

話
、
調
理
実
習
を
内
容
と
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2 月 7 日 ( 火 )
午前 10 時～
午後12時30分

「ビタミン御膳」
の調理と講話

エプロン、三角
巾、タオル、
材料費 500 円

1 月 31日 ( 火 )
午後１時30分

～３時

口の健康につ
いての講話と
実習

不要

1月 24 日 ( 火 )
午前 10 時

～11時30分

運動と講話

動きやすい服、
上靴、水分補給
用の飲み物、
タオル

場
　
所　

西
京
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象　

�

区
内
在
住
で
、
3
回
と
も
参
加
で
き
る
満
18
歳

以
上
の
方

定
　
員　

先
着
24
名

申
込
み　

�

1
月
10
日
（
火
）
か
ら
、
電
話
か
来
所
に
よ

り
問
合
せ
先
へ
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
課

(

☎
392
・
５
６
９
０) 

　年末年始の間、市役所・区役所などの市の仕事の多くは休ませていただきます。
　市民生活に密接に関わるサービスについては、できるだけご迷惑をおかけしないよう、窓口や
作業の日程を変更したり、休まないところもあります。主なものは次のとおりです。

種　別 休みの期間
西京区役所、洛西支所、西京保健センター、阪急桂駅証明書発行
コーナー 12/29 ～ 1/3

ごみ・し尿
※�　詳細は、12 月

中旬に配布する
「お知らせビラ」
又は市環境政策
局ホームページ

「 ご み・ リ サ イ
ク ル の ホ ー ム
ページ」でご確
認を。

※�　「 お 知 ら せ ビ
ラ 」 は、 区 役
所・支所エコま
ち ス テ ー シ ョ
ン、まち美化事
務所でも配布。

燃やすごみの収集（黄色のごみ袋） 12/31 ～ 1/4
缶・びん・ペットボトルの収集 12/31 ～ 1/3　

※　１/４（水）は木・金地域も収集
プラスチック製容器包装の収集 12/31 ～ 1/3　

※　１/４（水）は月・火地域も収集
大型ごみの収集受付
　フリーダイヤル☎ 0120･100･530
　携 帯 か ら は☎ 0570･000･247

12/29 ～ 1/3
※　年内収集の受付締切りは 12/25

小型金属類・スプレー缶の収集 12/29 ～ 1/3
持込ごみ（有料）
　南部クリーンセンター☎ 611･5362
　東北部クリーンセンター☎ 741･1003

12/31 ～ 1/3

犬・猫などの死体
　フリーダイヤル☎ 0120･100･921
　携 帯 か ら は☎ 0570･000･614

12/31 ～ 1/3

臨時し尿の収集
　生活環境美化センター☎ 681･5361

12/30 ～ 1/3
※　年内収集の受付締切りは 12/27

交　　通
市バス 12/29 ～ 1/4 は「休日ダイヤ」

※　12/31 は初詣終夜バスを運行
地下鉄 12/30 ～ 1/3 は「土曜・休日ダイヤ」

※　12/31 は終夜運行

上下水道

修繕の申込み、道路上の水漏れ、下水道の取
付管の清掃
上下水道局西京営業所　
☎ 392･8791　FAX392･4606

窓口は 12/29 ～ 1/3
※　電話、FAX での受付は無休

お客さま窓口サービスコーナー
☎ 672･7770　FAX672･7773

窓口は 12/29 ～ 1/3
※　電話、FAX での受付は無休

市営駐車場・駐輪場 無休
撤去自転車等保管所 12/29 ～ 1/3

図書館 右京中央・中央図書館 12/29 ～ 1/4
西京・洛西図書館 12/28 ～ 1/4

中央斎場 1/1、2
深草墓園 1/1 ～ 3　※　参拝のみ可

急病診療所（12/29 ～ 1/4 の診療時間）※健康保険証などをお忘れなく
診療科目 所在地 診療時間

小児科・内科・眼科・
耳鼻いんこう科

中京区西ノ京栂尾町 ( 府医師会館内 )
( ☎ 354･6021)

午前 10 時～午後 5 時
午後 6 時～午後 10 時
( 小児科は午前 0 時まで )

歯　　　科
中京区西ノ京栂尾町 ( 府歯科医師会口腔保健セン
ター内）　( ☎ 812･8493) 午前 ９ 時～午後 ４ 時 ( 受付時間 )伏見区今町 ( 府歯科医師会伏見会館内 )
( ☎ 622･3418)

※　京都市立病院は 12/29 ～ 1/3 休み（救急外来を除く。）

西京学童駅伝大会
菊花と俳句の展示

フローラルアート
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年 末 の 交 通 事 故 防 止 市 民 運 動
　12月11日（日）～31日（土）

年の瀬も　あわてずゆっくり　京の道


